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山仲間の楽しい集まりに参加して下さい 

“忘年会のご案内” 

 

今年も色々な事がありました。昨年は地震、津波、原発事故と暗い出来事が多かったため、明るいニュースが多かったことに

ホッとしております。５月には１２９年ぶりの“金環日食”、各地では早朝から観測を楽しむ人で賑わったようです。同じ５月

に電波塔の高さとしては世界一の“東京スカイツリー”が開業し連日昼夜問わず、見物客・観光客が訪れ、東京の新名所が出

来ました。７月には“ロンドンオリンピック”が開催され、日本は過去最高の３８個のメダルを獲得しました。山の話題とし

ては、タレントのイモトアヤコさんが９月（放映は１０月）にマッターホルンの登頂に成功し大反響を呼びました。 

 

遊歩会では、今年計画していた５回の山行は一人の怪我人も出すことなく無事に終えることができました。役員一同、皆様の

ご協力に感謝しております。 

さて、早いもので今年も忘年会の季節がやってまいりました。下記のとおり忘年会を計画いたしましたので大勢の皆さ

んの参加をお待ちしております。残念ながら今年は山に行けなかった方も、忘年会だけでも参加して下さい。 

飲んで、歌って、今年の山での思い出、来年の山の希望 等々語り合い・・・楽しい時間を一緒に過ごしましょう。 

 

                    
日日日日        時時時時 １１１１１１１１月月月月２５２５２５２５日日日日 （日）  午後 ４時 ～ 

場場場場        所所所所 上越市民いこいの家  上越市石橋 1-1-3  TEL 545-5270 

会会会会        費費費費 １５００円 （当日徴収します） 

申込期限申込期限申込期限申込期限 １１１１１１１１月月月月 1111２２２２日日日日（月）までに各班長さんに申し込んでください 

※各班長さんは １１１１１１１１月月月月 1111４４４４日日日日 までに出欠を取りまとめ庶務幹事（塚田 TEL 090-4398-3451）に連絡願います 

担担担担    当当当当    班班班班 第第第第１１１１班班班班 （事前準備、受付、懇親会進行をお願いします） 

 

【次【次【次【次    第】第】第】第】    

第一部  （進行・副会長） 

・開会挨拶 

・会長挨拶 

・各会員の今年の山行を振り返っての感想、ご意見、 

来年の山行の希望等を一言づつ 

第二部  （進行・第１班） 

・開会挨拶 

・乾杯 

・懇親会 

・閉会挨拶 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

楽楽楽楽しいしいしいしい登山登山登山登山・ハイキングのなかま・ハイキングのなかま・ハイキングのなかま・ハイキングのなかま 
遊 歩 会 だより  

第第第第 6666 号号号号    

平成平成平成平成 24242424 年度山行参加記録年度山行参加記録年度山行参加記録年度山行参加記録    

櫛形山（４月）   ４６名 

赤城山（６月）   ４０名 

立山 （８月）   ２１名 

西穂独標（９月）  ４１名 

安達太良（１０月） ３３名  
参加者総数    １８１名  

５回参加者  ６名 

４回参加者 １４名 

３回参加者 １６名 

２回参加者 １３名 

１回参加者 ２１名 

不参加   ３３名  
平成 24 年 

会員数  １０３名 
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